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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
（
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
）
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
、
四
、
六
及
び
八
に
つ
い
て

労
働
時
間
及
び
賃
金
に
つ
い
て
は
、
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
以
外
の
経
済
状
況
等
の
様
々
な
要
素
に
影
響
を
受
け
る
こ
と

か
ら
一
概
に
過
去
と
比
較
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
御
指
摘
の
よ
う
な
労
働
時
間
及
び
賃
金
に
関
し
て
直
接
比

較
し
た
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。

二
及
び
五
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
に
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
行
っ
た
「
裁
量
労
働
制
等
の
労
働
時
間
制
度
に
関
す
る

調
査
」
（
以
下
「
平
成
二
十
五
年
制
度
調
査
」
と
い
う
。
）
で
は
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
の
う

ち
、
裁
量
労
働
制
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
三
十
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
満
足
」
、
四
十
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が

「
や
や
満
足
」
と
回
答
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
裁
量
労
働
制
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
五
年
制
度

調
査
や
そ
の
他
の
労
働
時
間
及
び
賃
金
に
関
す
る
統
計
資
料
等
を
基
に
そ
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
労
働
政
策
審
議
会
で

検
討
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
裁
量
労
働
制
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
時
間
が
長
く
な
っ
た
の
か
短
く
な
っ
た

一



の
か
を
把
握
せ
ず
に
、
拡
大
す
る
の
は
問
題
」
及
び
「
裁
量
労
働
制
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
賃
金
が
高
く
な
っ
た
の
か

安
く
な
っ
た
の
か
を
把
握
せ
ず
に
拡
大
す
る
の
は
問
題
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
御
質
問
が
、
使
用
者
に
よ
る
裁
量
労
働
制
の
適
用
労
働
者
の
労

働
時
間
の
把
握
の
有
無
を
問
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
裁
量
労
働
制
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
、
労
使
で
定
め
た
方
法
に
よ
り
、

適
用
労
働
者
の
労
働
時
間
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仮
に
御
質
問
が
、
政
府
に
よ
る
裁
量
労
働
制

の
適
用
労
働
者
の
労
働
時
間
の
実
態
に
関
す
る
調
査
の
有
無
を
問
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
裁
量
労
働
制
の
適
用
労
働
者
の
労
働

時
間
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
に
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
労
働
時
間
等
総
合
実
態
調
査
に
お
い
て
、
専
門
業
務
型
裁
量

労
働
制
適
用
労
働
者
の
う
ち
事
業
場
ご
と
の
労
働
時
間
が
平
均
的
な
者
で
平
均
九
時
間
二
十
分
と
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働

制
適
用
労
働
者
の
う
ち
事
業
場
ご
と
の
労
働
時
間
が
平
均
的
な
者
で
平
均
九
時
間
十
六
分
と
な
っ
て
い
る
。

七
及
び
九
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
制
度
調
査
で
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
の
現
行
の
同
制
度
に
対
す
る
評
価
は

八
十
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
こ
の
ま
ま
で
よ
い
」
、
十
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
見
直
す
べ
き
」
と
回
答
し
て
お
り
、
同

二



制
度
を
導
入
す
る
事
業
場
に
対
す
る
「
制
度
を
運
用
す
る
上
で
不
便
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、

五
十
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
あ
る
」
と
、
三
十
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お

り
、
同
制
度
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
五
年
制
度
調
査
や
そ
の
他
の
労
働
時
間
及
び
賃
金
に
関
す
る
統
計
資
料

等
を
基
に
そ
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
労
働
政
策
審
議
会
で
検
討
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
時
間
が
長
く
な
っ
た
の
か
短
く
な
っ
た
の
か
を
把
握
せ
ず
に
拡
大
す
る
の
は
問
題
」
及
び

「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
賃
金
が
高
く
な
っ
た
の
か
安
く
な
っ
た
の
か
を
把
握
せ
ず
に
拡
大
す

る
の
は
問
題
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

十
か
ら
十
三
ま
で
及
び
十
五
か
ら
二
十
一
ま
で
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
平
均
年
収
に
つ
い
て
は
、
統
計
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
対
象
と
な
る
者
が
異
な
る
た
め
、
現
時
点
で
お
尋
ね
に
つ

い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三


